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ツールの作成目的

ツールの概要

●これまで、介護施設における職員の確保・定着の取組みは、人数の多い介護職員を対象としたも
のが中心となる傾向がありました。介護職員に比べて人数が少ない看護職員については、確保・
定着に課題を抱えていると認識されながらも、コストや費用対効果の問題から、募集案内を作成
する施設は一般的とは言えません。

●介護施設における看護職員の確保は重要な課題です。施設において、作成の手間やコスト負担を
かけずに作成できる看護職員募集のための雛形を作成し広く提供することが有用であると考えら
れます。

●募集案内を施設内で作成する過程では、部門や職種を越えたコミュニケーションが喚起され、よ
りよい組織文化の醸成を図る効果も期待されます。

●今回作成した雛形は看護職員案内として必要な基本的な枠組みを用意しており、その内容は各施
設が自由に記載できるようにしています。印刷配布による活用のほか、施設・法人サイトからの
ダウンロードにも活用することが可能です。

●雛形に盛り込まれている項目の全てを使う必要はなく、各施設の状況に応じて項目を削除・変更・
追加して構いません。その他、記載内容はもちろん、写真の選び方やキャッチコピー、イラスト
など、施設のよさが伝わるよう創意工夫してください。

●作成に役立つ著作権フリーのイラスト集を用意していますのでぜひ活用してください。

●作成に当たっては、特に次のような点に留意することが効果的と考えられます。

・介護施設への入職を検討する看護職が知りたいこととして、１）施設における看護職員の業
務内容、  ２）施設での働き方、  ３）キャリア形成、４）職場の雰囲気や人間関係　などが挙
げられます。

・医療機関での業務を中心に勉強あるいは経験してきた看護職にとっては、介護施設における看
護がどのようなものかの具体的なイメージを持つことが最初のハードルとなります。また、適
切な業務イメージを持たずに就職してしまった場合、入職した後で医療機関での業務とのギャッ
プに悩んでしまうこともありえます。業務内容や仕事の魅力を具体的に伝えるようにするとよい
でしょう。

・介護施設に入職する看護職の多くは一定のキャリアを持ち、仕事と家庭の両立が必要な年齢層
です。業務内容だけでなく、私生活との両立可能性やワーク・ライフ・バランスに関する情報
も記載しましょう。

・入職後のキャリアパスや教育研修など、成長の機会が用意されていることを伝えましょう。

・ 施設での普段の生活のひとコマなど、職場の雰囲気が伝わるような記載もあるとよいでしょう。
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【表紙デザイン】

施設の写真や日常の１コマの
写真などを用いて、実際の
職場の雰囲気が伝わるよう
な工夫をしてみてください。

【採用に関する
お問合せ先】

採用にあたっての連絡先等
を記載してください。
各項目で記載しきれなかっ
た法人・施設の PRを行って
ください。

【福利厚生・ワーク・
ライフ・バランスに
関する取組など】

福利厚生の内容や仕事と
家庭の両立支援策に関する
情報もおススメします。施
設内保育所の有無や短時間
勤務制度などを記載するこ
とも有効です。時間制約の
ある働き方が必要な方々に
は特に注目される項目とな
るため、用意している施策
はすべて記載するようにしま
しょう。

【資料表題】

表題では、他の職種と並行して募集するのではなく、「看護職員」の募
集を行っていることを明確化すると訴求力がアップするようです。

【基礎データ】

平成25年度に実施した調査※では介護施設に入職する看護職員の多くが
家庭と仕事の両立を求めていることが分かっています。
家庭と両立可能であることをここで積極的にアピールしましょう。
※平成25年度厚生労働省老人保健健康増進等事業「介護領域における看護職員の
　確保に関する調査研究事業」
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【職場紹介
（看護職員より）】

実際のパンフレットの例では
看護部長などのキャリアの長
い看護職員が自身のこれま
でのキャリアとライフイベン
トの双方を振り返りながら、
自身の職場を紹介するなど
の方法がとられています。

【施設の方針・理念】

法人や施設の方針・理念等を記載します。
施設がどのような考え方に基づいて運営されているのか、地域との関係をどのように築いているのか、利用者・家
族との関係や職員の処遇に対する考え方等、施設運営の基礎になる考え方を明示しましょう。

【採用担当者から（求める人材像など）】

採用担当者から、看護職員の募集に対する施設の考え方を記載します。
介護施設での仕事の実態や魅力、難しさ等も記載すると応募者により安心感を与えます。また、ワーク・ライフ・
バランスの状況など、就労環境についても解説するようにしましょう。
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【看護職のキャリア支援】

施設における看護職のキャリアパスや能力開発、定着に向けた取り組みを紹介します。
施設の看護職員としての成長やキャリアアップについて具体的な情報を伝えることで、長く働く意欲のある人材に
アピールできます。

【キャリアと教育機会の連動】

看護職のキャリアラダーの各ポイントに、職務に応じた知識やスキルを得るための研修等の教育機会を配し、施設
における成長の機会が用意されていることをアピールします。

【キャリアパス】

施設における看護職のキャリ
アパスを模式的に示します。
看護職としてどのようなキャ
リアが選択できるのかを示
し、将来のビジョンを持てる
よう情報を提供します。

3



【看護職の仕事紹介】

看護職が担う仕事を紹介し
ます。勤務体制や一日の流
れ、看護職に求められる職
能上の役割等を記載します。

【看護職から見た職場】

実際に職員として働いている看護職の声を掲載します。特に、なぜ介護施設でのキャリアを選択したのか、介護施
設で働くことの魅力やメリット、家庭生活との両立状況などにも触れるようにしましょう。
その他、休日の過ごし方や研修・学会等の研鑽の機会などを紹介することで、施設で働くイメージに広がりを持た
せることが出来ます。

【ケアの事例】

看護職員が大切にしている価値や強みを伝えます。看護職としてケアにあたっている事例を通して、具体的にど
のような利用者に、どのようなサービスを提供しているのか、その中で看護職はどのような役割を担っているのか
を具体的に示します。
また、看護職として、ケア提供者として大切にしている思いや利用者とのエピソード、経験などを写真等とともに
まとめ、介護施設で働くことの意味を伝えます。

【入職パターンに
応じた事例選定】

地域の状況や人材獲得で競
合する施設の有無などに応
じて、「新卒」、「医療機関で
稼働中看護師の転職」「潜
在看護師の掘り起こし」「他
の介護施設からの転職」な
ど、ターゲットとする人材像
が変化すると思われます。
ターゲット層に合わせた事例
紹介を行うようにしましょう。
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